
 

令和7年度 第3回 

八王子市社会福祉審議会 地域福祉専門分科会 

次第 

令和7年（2025年）11月4日（火） 

午 後 ２ 時 0 0 分 ～ 4 時 0 0 分 

八王子市中町8-4（旧矢島染物店） 

 

 

1. 開 会 

 

 

2． 議 題 

振り返り・今後の事業推進に向けた検討～地域と行政との有機的なつながり～ 

 

３． その他 

 

 

４. 閉 会 

 

 

【配付資料】 

・第 4 期 八王子市社会福祉審議会 地域福祉専門分科会委員名簿(R７.4.1 時点) 

・【資料 1】振り返り・今後の事業推進に向けた検討～地域と行政との有機的なつながり～ 



振り返り・今後の事業推進に向けた検討

～地域と行政との有機的なつながり～

令 和 ７ 年 （ 2 0 2 5 年 ） 1 1 月 ４ 日

地 域 福 祉 専 門 分 科 会

福 祉 部 福 祉 政 策 課



１ はじめに

２ 議題

潜在化した生活課題とのつながり

～孤独・孤立対策をテーマに現状の課題を考える～

本日の流れ

次回 第４回 地域福祉専門分科会
日時：令和8年2月16日（月）13時～
場所：八王子市役所議会棟第六委員会議室
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今年度主に取組んできたこと（包括的な支援体制の構築）
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はちまるサポーターの養成 AI傾聴窓口「はちココ」実証事業

はちまるサポートを中心とした多機関連携や居場所づくり

地域の異変をはちまるサポートにつなぐ“つなぎ手”
・養成講座を受講し、はちまるサポートに登録

【令和７年度上半期実績】

養成者数：20人（延べ160人） ※昨年度末１４０人

・交流会、説明会 5回開催

・ サポーターの平均年齢 ６０代

匿名で困りごとや悩みを傾聴（共感）するＷｅｂサービス
・チャット形式による対話（２４時間利用可能）

【結果】 ・相談件数：１,２４３件

・合計滞在時間：１,３１６時間（平均時間：６３分）

・ユーザー満足度：９５.６%

・リピーター率：１９.３％

・ ３０代, ５０代, ４０代, ２０代の順で多い

多機関協働事業 居場所づくり

特色ある居場所づくり
（はちまるサポート運営）

【令和７年度上半期実績】

・６か所運営
・延べ471人の参加
※はちまるファーム512人

多機関協働担当の専属配置（２名）
（社会福祉協議会への委託）

【令和７年度上半期実績】

・多機関相談件数：8件
・支援会議の開催数：8回
※うち、終結した件数：１件



様々な取組は進めているものの、支援体制が強化されているという実感がわかない・・・

・一つひとつの取り組みに“つながり”がない（庁内所管との連携も見えにくい）
・市民に情報が届いていない（単に広報やSNSで周知していても効果を感じられない）
・支援側（市）の視点で取組が展開され、それを利用する側（ターゲット）のニーズ等とあっていない

進めてきた取組へのご意見（前回の分科会より一部抜粋）
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・地域とのつながりを強めるためにも他部署との更なる連携が重要

・支える側から提起された論点。支えられる側を主語に検討し、“つながりたい”と思わせる

にはどうすべきかを考えることが重要

・はちまるサポーターのあり方（活用やフォロー体制など）は考えた方が良い

・地域力、市民力がないと地域共生社会は成り立たない。はちまるサポート課など、責任を

もって進める組織が必要では？

・NPOや民間がはちまるサポート、行政機関とどのようにつながっていくかが課題

・はちまるサポートの認知度が低いことも課題。はちココ等を活用する方法も重要

・事業に興味のある学生がいても情報とつながらない（取組の存在を知る機会がない）

・ボランティア活動など興味のある方に対し、どのように周知していくかが重要



検討したいこと：地域に点在する問題や多様な主体とのつながり

包括的な支援体制の充実についてさらに議論するポイントとして…

（１）困りごとを抱えた住民を発見・つなぐ仕組みを機能させるにはどうするか

地域の中で埋もれている潜在化した「悩みを抱えている方」をどう発見するか
→ はちまるサポーターやはちココ（AI）等の既存の仕組みをどう活用するか

（２）悩みを抱えこんでいる住民がどうやったら助けを求められるようになるか

どんな「場」や「仕組み」があると自分から“つながる”行動を起こせるか
→ どうしたら当事者が自発的につながりたいと思えるか

（３）地域にどうやって情報を届けるか

市の取組（窓口、サービス、地域活動、居場所等）を知ってもらう方法

（４）NPOや民間事業者、大学など、多様な主体の仲間を増やす仕組みは何か

地域力を高めるため、多様な主体の幅を広げ、“つなげる”ために何が必要か

「孤独・孤立」をテーマにし、ポイントを踏まえて議論したい
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「健康寿命の延伸」につながるという様々な研究

・ 社会的孤立は喫煙・肥満・運動不足よりも健康上の

リスクが高い

・ 社会的なつながりが弱いと１日15本の喫煙と同程度

の健康への悪影響がある

・ 他者との交流頻度が週１回未満だと認知症の発症

リスクなどの健康リスクが上昇 など

0 0.2 0.4 0.6

社会とのつながりが少ない

喫煙

過度の飲酒

BMI（肥満）

生活様式が死亡率に与える影響

Holt-Lunstad J, Smith TB, Layton JB (2010) Social Relationships and Mortality Risk: A Meta-analytic Review.
 PLoS Med 7(7): e1000316. https://doi.org/10.1371/journal.pmed.1000316

地域生活課題の早期発見、早期支援へのつなぎに向けて

孤独・孤立の実態把握に関する全国調査
（令和６年実施）より抜粋

孤独感が「常にある」「時々ある」「たまにある」人が

39.3%

孤独感を年齢階級別にみると、孤独感が「しばしば

ある・常にある」と回答した人の割合は、順に20歳代、

30歳代、50歳代で高くなっている。
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生活課題の深刻化を招く可能性をはらんでいる「孤独・孤立状態」



孤独感に影響を与える出来事

出典：「人々のつながりに関する基礎調査（令和６年）調査報告書」
令和７年４月 内閣府孤独・孤立対策推進室

人生でいくつも「孤独」になる出来事があるものの、

行政・NPOなどの支援に繋がっている人は非常に

少ない
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「孤独・孤立対策推進法」の施行（令和６年４月１日施行）

孤独・孤立対策の基本理念・目指すべき姿

「孤独・孤立に悩む人を誰ひとり取り残さない社会」、

「相互に支え合い、人と人との「つながり」が生まれる社会」を目指す

「孤独」（一般的な捉え方）

主観的概念であり、ひとりぼっちと感じる精神的な状態を指し、寂しいこと
という感情を含めて用いられることがある

「孤立」（一般的な捉え方）

客観的概念であり、社会とのつながりや助けのない又は少ない「状態」を指す

「望まない孤独」と「孤立」を抱える方々

対策の対象となる方

8

「一人でいること」自体が問題ではなく、悩みや困りごとが生じた際、一人で抱え込んで
しまうことで、深刻化することが問題



孤独・孤立のターゲット（深刻化を予防する事業）
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孤独・孤立でない人
（悩んでいない）

孤独・孤立
で心身や生活
に悪い影響が
出ている人

（悩んでいる）

孤独・孤立な人

（悩んでいない）

支援につなげたい方
（既に深刻化している
可能性あり）

国（法）のメインターゲット

深刻化のリスクが高まる

より見つけにくくなる

八
王
子
市
が
支
援
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
範
囲

より深刻化しないための…
① 支援への“つなぎ”
・はちまるサポーター
・はちココ など
② 自らの“つながる”行動
・普及啓発（情報発信）
・居場所運営
・？？？



八王子市における孤独・孤立対策のキーワード

“共創”

これまでの地域住民に頼る地域福祉から、民間事業者や大学なども共に考え、

地域課題、社会課題に対して新たなソシューションを創造していく仕組みを検討する。

対話と共感から、新たなソリューション（解決策）をともに創り出すこと。

※未来デザイン2040「未来を切り拓く原動力」より
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これまでの流れ（令和5年度～）

第4期地域福祉計画の策定（R6.3）

孤独・孤立対策の必要性検討
・フードバンク八王子の取組を踏まえ、
市が主体となって進める対策を記載

補正予算（R6.6）

政策会議（R6.5）

都「多摩イノベーションエコシステム事業」の、リバース
ピッチイベント（スタートアップ企業と行政課題とのマッチ
ング）に参加し、市の孤独・孤立対策に共創という手法
で協力いただく企業を募集。 ※延べ１２社と意見交換

随時意見交換

都「リバースピッチ」での発信
（R6.8）

市も本格的に事業推進
（R7.4～）

NTT東日本（株）、（株）まちづくり
八王子と協定締結し、居場所づくり
等、それぞれの強みを生かした孤独・
孤立対策に取組む

フードバンク八王子事業開始

八王子市各所管協力（R5）

モデル事業の採択
内閣官房「孤独・孤立対策官民連
携プラットフォーム構築支援事業」
として日常生活環境での予防や早
期対策を推進

定例会議やイベントへの参加
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官民連携の協定締結（市×ＮＴＴ東日本×まちづくり八王子）
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八王子市孤独・孤立対策官民連携プラットフォームの設置及び共同運営に関する協定

八王子市
（福祉部福祉政策課）
※社会福祉協議会

ＮＴＴ東日本
東京西支店

まちづくり八王子

主な役割・強み

・生活課題の相談支援
・地域生活課題の把握
・関係機関との連携

など

主な役割・強み
・ＩＣＴ技術活用支援
・ｅスポーツイベントの開催

・データ分析・評価
など

主な役割・強み

・居場所の環境整備
・ＣＢ・ＳＢ創出支援
・活動周知（メディア活用）
・企業連携

など

地域の中で、個と個を「つなげる」取組を創出する

実態把握

など

イベント・
ワーク
ショップ
等の開催

情報発信
普及啓発

常設の
居場所
設置



◆新たな「自分」と「仲間」をみつける居場所の整備

・交流・参加・学びと福祉が一体的に提供される拠点を整備

・孤独・孤立状態の方が社会とつながりやすくなる取組を民間と展開

・「興味」を通じて居場所で交流し、知識や経験、社会とつながりを獲得

◆潜在的な地域の「力」を社会に還元（中長期的な展開）

潜在的な「人財」を発見し、地域や地元企業などとマッチング

◆居場所内での福祉専門職による相談対応

福祉の総合相談窓口ができる機能を併設

居場所の主な機能

人と地域、公的支援を結ぶ、
“つながり”創出の拠点 ※課題を抱える住民とつながりやすくなる

手段を持つ事業者の参画を推進

分野や年齢を問
わない、多様な
取組の実施

地域×人×福祉を結ぶ新たな「居場所」づくり（令和７年度～）

課題を抱える住民と
つながりやすくなる
手段を持つ主体の
参画を推進
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“ことこプロジェクト”の開始

市 × NTT東日本（株）東京西支店 × （株）まちづくり八王子

人や社会とのつながりに不安を感じる方が気軽に立ち寄れる居場所づくり

「ことこ」とは、「こ」と「こ」につながりを生み出す新たな「居場所」を

つくるために、関係や仕組みをデザインするプロジェクト

※「こ」：個、孤、子、戸、事、言葉など

ことこプロジェクト
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イラスト ©米村知倫



“ことこプロジェクト”＝皆でつくる居場所

第１回 ワークショップ＃１

日時：８月３０日（土） １３時～

対象：八王子市民（２５名参加）

テーマ： どんな「居場所」があるといいか

第２回 ワークショップ＃２

日時：１０月２１日（火） １０時～

対象：市内民間事業者（３２名）

テーマ：居場所と地域の企業の関わり
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ワークショップの様子（＃１）
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ワークショップの様子（＃１）

17



ワークショップの様子（＃１）
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ワークショップの様子（＃２）
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NTT東日本東京西支店によるeスポーツ体験会
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eスポーツ・脳健康測定体験会（ＮＴＴ東日本）

日時：令和7年9月15日（土）

延べ31名の参加



プレオープンセレモニー
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新たな「居場所」のメディア向けプレオープンセレモニーを実施

日時 ： 令和７年１０月２１日 １３時～１３時３０分

参加 ： 市（副市長）、ＮＴＴ東日本東京西支店、まちづくり八王子、

社会福祉協議会、矢島さん（家主）

内容 ： ３者代表からの挨拶、写真撮影



“ことこプロジェクト”＝皆でつくる居場所

https://www.city.hachioji.tokyo.jp/kurashi/welfare/ab005/ac769652/jyuusou/p036051.html 22



八王子市の孤独・孤立対策の方針・施策の方向性

新たな「居場所」を孤独・孤立対策の拠点とし、既存の取組とも連動しながら、多様な主体との幅広い

“つながり”で、地域生活課題の早期発見・適切な支援へのつなぎを行う。

評価項目 現状値
計画の目標値

R6年度 R8年度 R11年度

孤独・孤立状態にある本人や家族の居場
所や社会参加等の「場」の数

新規 － 12か所 30か所

孤独・孤立対策支援プラットフォームの数 新規 － ３か所 ６か所

細施策の達成に向けた対象者別計画の主な事業目標

評価項目 現状値 目標値

孤独・孤立を感じている人の割合 ４０．３％ 現状値の減少

地域の人と交流したり、地域の活動に参加したりすることで、充実感や生きがい
を感じる市民の割合

３１．７％ ４０％

地域に人とひととのつながりがあると感じている市民の割合 ２８．４％ ６０％

多機関と連携できる体制があると感じている福祉関係機関の割合 ７０．５％ ９０％

はちまるサポートの認知度 １１．４％ ５０％

地域福祉計画に記載する関連評価指標

個別事業細事業中事業

重層的支援

体制整備事業

はちまるサポート

の運営

はちまるサポート

運営（13か所）

多機関協働事業

孤独・孤立対策
官民連携

プラットフォーム

地域生活課題の深刻化予防に向けた早期把握と支援への“つなぎ”

第4期地域福祉計画における「重層的支援体制整備事業」の推進視点
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本日の議論

Ｑ：この拠点（居場所）に必要な機能とは？

市の役割として・・・

この場が住民と公的機関（支援）とをつなぐ“ハブ”となるために必要な機能

や仕組みは何か？（情報を届け、この場とつながりたい、と感じてもらう当事者へ

のアプローチも含めて）

また、日常生活の動線に近いこの場の利点を生かし、早期発見・支援への

つなぎに向け、既存の社会資源（公的な機関でないインフォーマルな資源）や、

公的な仕組み（はちまるサポート、地域包括支援センター等）と有機的につなが

る（活動や仕組みが連動する）ためには、どうすればよいか？

24


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24

